
アカマツやクロマツが枯れる！！ 
 
 
アカマツやクロマツを枯らす原因の一つに、マツノザイセンチュウがマツノマダラ

カミキリムシを仲立ちにして健康なマツの枝や幹の中に入り、次々にマツを枯らす
「マツ材線虫病」があります。これを一般的に「松くい虫」による被害と呼んでいま
す。 
このマツを枯らすマツノザイセンチュウと、仲立ちのマツノマダラカミキリムシと

の関係を図－１に示します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

５～７月：マツノマダラ
カミキリムシが枝の皮を
食べるときに、マツノザ
イセンチュウが枝の中に
入る。 

８～９月:マツノザイセン
チュウが枝や幹の中で増え
て、マツは枯れる。その後、
マツノマダラカミキリムシ
が枯れたマツの皮に卵を産
む。 

９～３月：卵からかえった幼虫が
大きくなり、蛹になって冬を越
す。このときに、マツノザイセン
チュウが蛹の中に入る。 

５～７月：成虫になったマ
ツノマダラカミキリムシ
が体内にマツノザイセン
チュウを持ったまま、健康
なマツに飛んでゆく。 

図－１ マツノザイセンチュウとマツノマダラカミキリムシとの関係 


